
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

下大和田・小山町谷津田だより －2024 年 11 月 No.273 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 297回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い  2024 年１０月 ６日（日） 晴れ   報告：田中正彦 

稔の秋。昨年は千葉県生物学会と協賛でキノコ観察会を実施しました。例年ですとコシヒカリの稲刈り・脱

穀が終わり秋の恵を感じる頃ですが、今年は米づくりができず淋しい状況です。 

最初森に入りましたが、枯れたコナラの大木からの落枝の危険があり、コースを変えての観察になりました。

クヌギレストランにはオオスズメバチが 6～7 頭集まって樹液を吸っていましが、危険なのでみんなで離れた

ところから観察しました。その傍らで大きなクロコノマチョウが出現して皆大喜び。 

手入れをしていない田んぼの畔には雑草が生い茂っていましたが、

これがまた面白い。いつもは刈り取られていて見られないような植

物がたくさんあって最初の 30分ほどはそれをじっくり観察。田んぼ

にはガマやハスが広がっていましたが、あれほど水面を覆っていた

ヒシは畦際にあるくらいでほとんど見られなくなっていました。 

再び森に入ると、雨の影響もあったのか色とりどりのキノコが足元

に広がっていました。木にぶら下がりオレンジ色に熟したカラスウ

リもいっぱい。スズメウリやヤマノイモのむかごもたくさんあって、

ちょっぴり秋の恵を味わいました。 

記念写真を撮影して、午後はドローンを使って荒れてしまった田んぼの現状を空撮しました。また、生きも

の調査をした大学生によると、メダカがほとんど採集できず、季節的なものか米づくりをしなくなった影響な

のか懸念されるとのことでした。 

参加者１８名（大人１１名、大学生３名、高校生２名、小学生１名、幼児１名） 

     

森と水辺の手入れ   2024 年１０月２０日（日） くもり        報告：高橋久美子  
早朝の雨が上がり、肌寒いくらいの涼しい日でした。長くて厳しい

夏だったせいか、植物の勢いが例年以上に強く感じられます。 

森の中の下草を刈り、散策しやすいように整えました。ササ、アカ

メガシワ、ヌルデ等、尽きることを知らないかのようにはびこってい

ます。刈払い機を使い、通路を広げ、鋏やのこぎりで刈り残した木を

丁寧に刈っていきました。涼しい日なのに、汗をびっしょりとかいて

しまいました。この調子で何回か作業を続け、少しでも森の中を整え

ていきたいと思います。 

黄色からオレンジ色のカラスウリの実がすずなりになり、いろいろなキノコがたくさん生えています。ヤ

マノイモのむかごもそこかしこにぶら下がっています。森の中は、美しい秋の景色です。 

参加者９名（大人７名、小学生１名、幼児１名） 

 

 森の手入れ   2024 年１０月２６日（土） くもり           報告：高橋久美子 

６日前の日曜日に下草刈りをしました。今日は、その後の続きの作業を行いました。動きやすい季節に、や

れるだけのことをしておきたいものです。枯れかかり倒木の危険がある木は、市が伐採することになりました。

立ち入り禁止にした危険エリアを避けて、台地に上がれるように道筋を整えました。 

以前、大規模に樹木が伐採された後、トモエソウが繁茂した場所がありますが、その後樹木がうっそうと生

い茂り、林床に光が届きにくくなったため、トモエソウの群落は見られなくなってしまいました。今回はその

あたりの樹木を切り、つる植物などを取り除き日光が林床に届くよう

にしました。またトモエソウが生えてくることを期待します。 

このような地味な作業は、一見つまらないと思われるかもしれませ

んが、やってみると結構、達成感があります。また、クモなどの小さな

動物や勢いのある植物たちに囲まれて何とも言えない癒しを感じて、

幸福感に満たされます。小さな生き物が一生懸命に生きている姿を見

て、私も日々を大切に生きていきたいと思います。 

午後は新しく造った台地上の畑に、玉ねぎの苗とニンニクを移植し

ました。                            参加者９名（大人８名、幼児 1名） 
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 ＜小山町での活動＞ 

☆第 229 回 小山町 YPP「コシヒカリの脱穀」 １０月１２日（土）晴れ      報告：たんぽぽ 

秋晴れの清々しく気持ちの良い日でした。当初は稲刈りの予定でしたが、雨続きで脱穀が出来なかったので、

脱穀と唐箕がけをやりました。今回は谷津田の田んぼの活動にご興味をお持ちの方が一名体験参加されました。

谷津田には脱穀のガーコン、ガーコンと唐箕のクルクルという音、そして鳥の楽しそうな声とのハーモニーが

響いてオーケストラの演奏のようでした。今年も実ってくれて感謝です。     参加者５名（大人５名) 

☆2024年１０月 ６日（日）：イノシシが入りはじめた緑米の田んぼの周りにネットを張りました。       

１０月１４日（月・祝日）：土気 NGOの皆さんと一緒にコシヒカリの籾摺りをしました。 

【谷津田・季節のたより】 2024年１０月 

＜下大和田町＞ 報告 平沼勝男 

10/14 今年お米つくりをしなかった田んぼに、ミゾソバがあたり一面に咲いていた。とても美しい。クマバチが蜜を吸い

にきていた。大きくて迫力があるハチである。森の梢にアキアカネのオスが止まっていた。他に見たトンボはマ

ユタテアカネとノシメトンボ。皆秋の装いだった。草むらの中にツチイナゴを発見。こちらもだいぶ枯れた草色に

なっていた。遠くでモズの高鳴きが聞こえた。まだ気温高めだが秋谷津田に秋が訪れていた。 

＜小 山 町＞ 報告 た：たんぽぽ 高：高山邦明 
10/ 5 セイタカアワダチソウが開花（高）  10/ 5 和製のセンダングサが咲き始める（高） 

10/11 しばらく聞かなかったヒヨドリの声をよく耳にするようになる。渡ってきた模様。朝の気温が低くなり、 

トンボたちはじっとしている（高） 

10/12 ピッ、ピッ、ピッというキビタキの地鳴きが聞こえた（高） 

10/16 小学校田んぼの畦がミゾソバの花畑に（た） 10/17 マイ田んぼにヨメナの花があちこちに咲く（た） 

10/26 リンドウ広場の紅葉、真っ赤に染まる（た） 10/11  林縁でヤクシソウが鮮やかな黄色の花を開花（高） 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,  

＜下大和田谷津田＞          E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
・森と水辺の手入れ 

日 時：2024年１１月１７日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止  

内 容：来年の米づくりに向けて、休耕田の復田作業を行います。 

持ち物：長靴、長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物など  参加費：無料 

・森の手入れ 
日 時：2024年１１月２４日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止   

内 容：茂ってきたアカメガシワやヌルデなどのパイオニア植物を整理します。 

持ち物：動きやすい服装（長そで長ズボン）、森で活動できる靴、帽子、手袋、飲み物 

参加費：無料 

・第 299回 観察会とゴミ拾い  
日 時：2024年１２月 １日（日） ９時 45分～１２時 雨天決行 

内 容：木々の黄葉を楽しみながら冬越しにやってきた鳥たちを求めて谷津をめぐります。 
持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、ゴミ袋、弁当、敷物 
参加費：100 円 
・第 306回 下大和田ＹＰＰ「収穫祭」 
日 時：2024年１２月１４日（土） １０時 00分～１３時 

場 所：谷津田ビジターセンター（千葉市若葉区中野町 1403 伊勢戸銘木店内） 

内 容：下大和田の畑で収穫した有機無農薬栽培のコムギ粉を使って、手作りの窯でピザを焼きます。 

持ち物： お皿、コップ、ピザにのせたい具、ほかにも焼きたいものがあればお持ちください。 

参加費：５００円（小学生以上） 

※ドングリのクラフト体験、谷津田米の販売もあります。フリーマーケットも同時開催 ご家庭で不

要になったものや手作り品などお持ちください。参加希望の方は小西までご連絡ください。 

小西：メール：yatsudasukisuki@gmail.com    電話：090-7841-7655 

  ＜小山町谷津田＞ 

▼第 230回 小山町 YPP「古代米の脱穀」 
日 時  : 2024 年１１月１６日（土） １０時 00分～ ☆小雨実施。 
※ 参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい。 
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